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研究の目的、概要、期待される効果

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・「精神障害にも対応した地域包括ケアシステ
ム」構築に取り組む自治体
・当事者グループ、ピアサポートグループ
・精神科医療機関、障害福祉施設 等

インタビュー等により精神障がい当事者や家
族の生活実態や想いを聴きながら、「その人ら
しい暮らし」を実現する地域ケアシステムにつ
いて探究しています。
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精神障がい当事者の参画によるリカバリーモデルに基づく
地域ケアシステムの開発
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精神障がい者の地域移行が促進されるなか、
特に長期入院を経験した精神障がい者は、入院
によるつながりの喪失を経験し、退院後しても
地域の中で孤独を感じやすい状況にあります。
精神障がい者の地域での生活を支援する上で、
当事者の人生の希望や目標を重視する「リカ
バリー」が中心的な概念となっています。「リ
カバリー」とは、当事者がたとえ症状や障がい
が続く中でも人生の希望や目標を見出し充実し
た人生を生きていく主体的なプロセスです
（Anthony,1993）。
精神障がい者が地域でリカバリーを進めなが
ら、その人らしく暮らしていくためには、当事
者主体のケアシステムを構築していくことが重
要です（図１）。
本研究は、精神がいをもつ当事者等の参画に
よる地域ケアシステムの開発を目的としていま
す。地域の実態に合わせたケアシステムを開発
することで、将来的なケアシステムの実装、
「精神障害にも対応した地域包括ケアシステ
ム」の構築につながると考えています（図２）。

地域で生活する統合失調症患者のリカバリー
【新たな目標や願望をみつけ、主体的に生活する】
【自分自身を客観視し、肯定的なセルフイメージをもつ】
【主体的に支援を活用し、病状が安定する】
【地域社会で相互関係を築き承認される】

促進要因

【周囲の人的・物的環境が整う】
【家族や仲間からのサポートや専門的支援】

阻害要因

【周囲の偏見やスティグマ】
【支援体制の不足】

成田ら（2017）による図を一部改編

図２：地域で生活する統合失調症患者のリカバリーの概念モデル
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精神障がい者の地域生活における課題

・精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築
・精神障がい者のリカバリーの促進

当事者参画による

地域ケアシステムの開発

専門機関 当事者・家族 地域住民

図２：研究の位置づけ
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